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【9月・特別月間】基本的教育と識字率向上月間  

例会報告 №8 （通算 第 2798回）2019年（令和元年）9月 3日（火）号 

 

■ロータリーソング ： 国歌  

    

■ゲスト紹介 ：  

 

  長井市市史編纂専門員 

        髙井 耕次様  

    

 

■会長の時間（挨拶・報告）： 大山友規憲会長 

 私は戦国時代に興味があり、当時の長井はどうだったか等、本日の卓話が楽しみです。どう 

ぞ、よろしくお願いいたします。 

先週の土曜日に、天童での「会員増強・危機管理セミナー」にエレクトと幹事と青少年担当 

 委員長の村田会員と出席。今年の課題でもある会員増強について、前年度は酒井ＰＧの講演が 

印象的で、「会員拡大は義理と人情と何とやら」っていう感じでしたが、今年度はパネルディス 

カッション形式で、パネラーより体験談を聞きながら会場内の人にも意見を求める形で進行。 

 特に印象に残ったのが、大久保Ｇの「会員増強は会員みんなでやるべきである」でした。未 

だに新入会員が入っていない状況で、この言葉を胸に皆様と共に会員増強に進んでいければと思います。余談ですが、 

次年度はこれを受けて会員１人が１人増強して倍増計画を立てると言っていました。どんな計画が上がってくるのか 

戦々恐々とした所です。今日もよろしくお願いします。 

 

■幹事報告： 土屋茂樹幹事 

１．地区大会案内：10 月 20 日(日) 登録 8:30～ 山形市市民会館 パレスグランデール 

（パンフ訂正 第 3 回本会議 14:45→14:30 会員懇親の夕べ 18:00→17:30） 

２．第 7 回理事会開催：9月 10 日(火) 午前 11:30 より 場所 タス 1F 会議室 

３．公益財団法人米山梅吉記念館の館報が届きました。（回覧）  

４．第 2800地区 2018-2019 年度 RYLA のビデオデータ届きました。（希望者は申し出） 

 

■委員会報告 ： 

  ○ ロータリー財団・米山記念奨学会委員会 ： 手塚典雄委員 

    （BOX状況報告） 寄付ありがとうございます。 

   財団ＢＯＸ  ７月 那須 修会員 横澤寿彦会員 

   米山ＢＯＸ  ７月 井上晴雄会員 那須 修会員 横澤寿彦会員 

          ８月 井上晴雄会員 小笠原信吾会員  

それぞれの目標に向けよろしくお願いいたします。 

長井ロータリークラブ会長    大 山 友 規 憲      第２８００地区ガバナー   大久保 章 宏 

幹事    土 屋 茂 樹       第 6ブロックガバナー補佐   味 田 琢 哉 

例 会 日  毎週火曜日 12：15～13：15        例 会 場 タスパークホテル   ℡0238-88-1833 

事 務 局  長井商工会議所内  ℡0238-83-2047    ＵＲＬ：ｈｔｔｐ／／ｗｗｗ．ｎａｇａｉ－ｒｃ．ｊｐ 

Ｅ－ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｎａｇａｉ－ｒｃ．ｊｐ    会報委員 塚田弘一  寒河江良一  横澤寿彦   

 

 

２０１９－２０２０ 

 

 

 



 

○ 雑誌広報・ＩＴ委員会 ： 齋藤圭央委員長 

   ロータリーの友 9月号紹介 

  

■ニコニコ BOX ：  寒河江良一委員   

大山友規憲会長 市史編纂専門員髙井耕次様を歓迎して 

塚田弘一会員  市史の原稿遅れてご迷惑をおかけしています。 

髙井先生のご理解に感謝しています。  

齋藤喜内会員  市史編纂専門員髙井耕次様を歓迎して 

   

■表彰（９月）： 小笠原信吾委員長 

  奥様誕生日  ― 栗田正彦会員（7日）  村田 剛会員（20日） 

ご本人誕生日― 栗田正彦会員（15日）寒河江良一会員（18日） 

結婚記念日 － 横澤茂会員（30日） 

在籍年数（８月）― 齋藤慎治会員（36年） 

 

     

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

（ゲスト卓話）  

 

 

 

長井市市史編纂専門員 髙井 耕次様   

                                   

 本日は、「古文書でわかる長井の戦国時代ー旧家に残る由緒書を中心にー」ということで、

報告させていただきます。戦国時代と言いますと、室町時代後期で戦乱の世に明け暮れて群雄

割拠した時代、1460 年頃の応仁の乱から織田信長が室町幕府を倒した約 100 年間のことを中

心としたいと思います。今から 500 年も昔のことになりますので、なかなか史料が残っていま

せん。今回は江戸時代、近世に書かれた由緒書から見えてくる中世、戦国時代をイメージして

みたいと思います。立場上、由緒書を目にする機会がありましたので、関連情報という形でお

話いたしますが、あくまでも情報提供です。スライドを使っての発表です。気軽にお聞きいた

だけたらと存じます。            （以下、資料抜粋掲載） 

 

 

 

 

 

おめでとう 

 ございます。 

古文書でわかる長井の戦国時代 －旧家に残る由緒書を中心に－ 

この絵図。「仙道小絵図」です。伊達

時代の唯一の絵図だそうです。米沢は

橙で染まっていますから米沢を居城と

定めた伊達晴宗から輝宗、孫の独眼竜

政宗の時代でしょうか。長井は白川と

野川、松川（最上川）に囲まれた場所

に、「宮」と表されています。 

 

 



   

 

 

 

 

 

   

 

平山の小笠原家に残る、改座文書あるいは

宮座文書です。辞書で調べて見ますと、改

座、宮座は中世、村落の祭祀（さいし）組

織と書かれています。嘉禎 2年ですから、

鎌倉幕府が成立して間もなくの頃と大変

古いです。 

 

 

草岡村の国指定天然記念物の「草岡の

大明神ザクラ」の持ち主の横山家にも

由緒書が残っています。最近騒がしく

なっている政宗の誕生場所が書かれ

ています。「伊達政宗は当舘山霧ヶ館

鶴ヶ城」と書かれています。 

 

 

続いて、下伊佐沢村の平子文書です。右

側の文書を見てください。上杉謙信の書

状です。花押があります。平子孫太郎へ

宛てた長尾景虎、上杉謙信書状です。右

側は謙信父の長尾為景書状です。 

 

最初は、本家高野といわれる工藤家につい

てです。西庁舎の南側にあります。この工

藤家にこのように江戸時代、文化 11 年に

書かれた「家系申伝書」という巻物があり

ます。大変由緒ある家柄で、明治 24 年、

菅原九谷という人が書かれた家屋図があ

ります。また、家紋は本家なので、「二重

丸に木瓜」で、分家は一重丸で「丸に木瓜」

だそうです。 
 

 

１．長井市に残る中世文書の紹介 

２．戦国時代の長井を概観する 



  

 

 

巻物仕立ての「家系申伝書」です。作成し

た理由は、「長百姓」という村役を仰せつ

かったので工藤家の由緒を書き上げた、と

書かれています。貴重なもので、8 月 1

日からの文化財保護協会の「我が家の宝

物展」でも飾らせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

書かれている内容をおよそ、４つに分けて

みました。正面に玄関が見えなくなってい

ます。これを「虎口」が設けられている、

と言います。 

 

 

白石城主の片倉家に残る「片倉代々記」という文書に     

工藤家が紹介されています。 

            ―――――――――――――――― 

 

 

■出席報告： 遠藤伴明委員長     

・本日の会員数 25 名、全出席数 22 名で出席率は 88.00 ％です。     

    ・前々回（ 8月 20日分）の出席率は 88.46%に確定します。 

       （尚、先週の出席率は補正を加え８４.００％です。） 

 

 

 

                     

8/31 

―会員増強・危機管理セミナー－ 

（パネルディスカッション） 

 


